



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































司   ′ 笹、
陛 兄  ダ
よ  写宝  ァレ
｀
表 マ
キま し  ン
て  て  |ま
の  ゐ  ア
万く る   夕
幸  ' ン
C_l  ,i  ス
庫   ,!  子 を
閃  チ  ′斜
4ど、   一L   とノ
 ` ′,″  2■
睦  ゴ  カ
ト  l   γ
の  を ミ 言 羊
JIXl  ゴニ  迅
_rt  tt、   ,
力も 更 堪 る
■ド吉  rく   ヽ lf
γ71  /′  ケf
伍   H'
/FHT   ,十   P
」エ イ!t  rエ
き 豊 王
: 署雰
と  、ィ  ナナit
_  々   し    ,T〒





,   =〒i   r唱
二
i l '  に
書 「  つ
ウ)  =   し ‐
習与苫
兵  f―・ 直 1
ぞf ″
｀
  す 、
(11)
一奴
ャＦ
文
末
ダ
ー
ル
マ
ン
と
ト
ラ
イ
一
を
経
つ
て
ゐ
る
・
の
一で
あ
る
ｃ
こ
の
苦
の
後
の
部
分
は
共
和
囲
へ
の
道
渡
を
及
扱
ふ
た
も
の
で
あヽ
る
ｃ
作
者
に
こ
の
時
場
に
つ
い
て
は
前
期
ほ
ど
の
趣
味
が
な
く
、
努
力
も
大
分
表
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
■
Ａ
、
た
ゞ
注
日
す
。へ
さ
描
は
、
彼
が
こ
ヽ
に
エ
ド
ヤ
ン
ド
・
バ
ー
ク
に
備
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
、
彼
は
パ
ー
ク
が
ノ
タ
ン
ス
革
命
に
開
し
、
単
に
フ
ラ
／
，
ス
民
族
の
軽
卒
と
そ
の
指
導
人
物
の
悪
者
と
を
考
去
る
こ
と
を
批
難
し
、口
彼
は
革
命
の
長
の
原
理
を
丁
解
せ
ず
、
之
が
季
静
な
制
定
を
典
へ
て
居
ら
ず
ぉ
結
局
革
（
の
世
一界
史
的
意
義
を
熟
釣
し
て
る
な
い
＞
ふ
Ａ
て
ゐ
・る
一か
、
然
し
彼
は
世
界
の
何
人
よ
う
も
明
白
に
、
新
し
い
フ
ラ
ン
ス
憲
法
の
如
く
に
作
う
上
げ
て
成
立
Ｌ
た
王
田
憲
法
は
永
積
性
を
有
し
律
”
な
い
も
の
で
あヽ
る
こ
と
を
認
め
て
る
る
か
涼
よ
て
、
バ
ー
ク
の
畑
眼
材
・賞
一讃
し
て
る
る
。
此
譜
一を
通
譜
一す
る
と
、
彼
は
フ
ノ
ン
ス
登
‘命
の
養
法
戦
に
開
す
る
善
度
決
定
に
な
み
て
、
自
己
の
政
治
的
性
格
を
文
現
し
て
ゐ
る
。
彼
は
屋
々
彼
の
憲
法
戦
に
欄
一す
る
主
観
的
取
禁
一を
詳
細
に
説
明
し
、
之
を
フ
ラ
ン
ス
の
憲
法
↓戦
の
叙
趣
＞
】結
合
せ
し
め
て
、
現
在
の
貴
↓騰
問
題
に
縮
る々
だ
、
当
ｔ・機
含
を
利
点
犯
し
て
ゐ
る
の
一で
あ
十
る
。
彼
の
イ
ギ
ブ
ヌ
ｔ
命
史
は
、
紀
元
一
人
四
四
在
に
出
版
こ
れ
た
ヽ
）の
で
、
和
元
一
八
五
三
年
に
は
数
に
行
た
放
ヒ
正
ね
て
る
る
（ガ
ヽ
の
（
一刊
は
プ
ラ
ン
ス
革
命
■
に
先
立
つ
て
一
ゐ
ろ
が
、
目
的
上
フ
ラ
ン
ス
草
命ヽ
史
の
補
足
と
し
て
苦
か
れ
た
ヽ
の
で
、
こ
の
事
よ
そ
の
序
文
の
中
に
明
記
さ
れ
イ
）
わ
る
↓
た
ご
、
北
ア
メ
リ
ヵ
か
久
専
ふ
た
フ
ラ
ン
ス
六
・ら
起
づ
た
二
つ
の
世
界
の
部
分
の
を
化
で
あ
ら
、
手
人
の
時
代
最
も
浩
具
に
富
む
事
件
に
つ
い
イ
じ
誘
一徹
し
た
剣
定
の
道
が
開
か
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
，こ
い
ょ
て
居
う
、
↓
】
（り
詞
の
中
に
弱
キ
に
高
苦
あ
開
係
が
見
ら
れ
る
。
来
一し
こ
の
書
の
主
要
目
的
は
イ
ギ
ブ
ス
立
憲
政
治
の
歴
史
的
発
展
材
ヤ物
語
る
に
あヽ
う
、
誼
含
的
十運
動
の
庭
処
が
完
牟
に
工
朝
的
歴
■
及
び
義
合
的
歴
史
に
技
ラ
し
て
居
う
、
こ
・、
一に
も
志
法
史
的
開
係
が
主
合
の
主
預
一と
し
て
現
さ
れ
て
ゐ
る
。
作
者
に
は
オ
ラ
ニ
エ
ン
表
の
ラ
イ
ブ
ア
■
卜が
イ
ギ
ブ
ス
の
政
治
，日
出
の
回
復
者
と
し
て
考
へ
ら
れ
、
やか
く
て
彼
は
一
シ
イ
リ
ア
ム
は
王
位
に
生
れ
ず
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
最
も
王
的
な
補
讃
を
有
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
彼
に
其
自
由
を
掃
し
、
而
し
て
シ
イ
ブ
ア
ム
は
総
て
の
酬
家
問
芭
中
の
最
大
な
る
も
の
、
卸
ち
良
族
ら
政
治
的
自
由
の
問
題
を
著
し
く
絶
て
の
世
界
の
部
分
に
動
か
し
た
」
と
い
去
て
ゐ
る
が
、
こ
⌒り
詞
は
彼
の
全
作
物
の
根
本
思
想
で
あ
ち
．
か
く
て
彼
は
革
命
を
ビ
数
世
紀
の
内
的
行
悩
の
後
に
、
初
め
て
そ
の
維
局
を
古
い
民
族
的
憲
法
形
式
の
復
典
に
見
出
す
べ
合
・校
醍
過
程
Ｌ
し
て
解
祥
し
た
。
彼
は
イ
ギ
プ
ス
人
が
政
治
的
自
由
に
到
達
す
る
た
至
つ
た
徐
々
た
る
雅
・展
を
記
述
し
、
之
に
よ
つ
〓じ
長
い
間
政
治
的
程
利
を
争
う
て
ゐ
る
ド
イ
ツ
民
．↓藤
の
希
望
を
強
調
せ
ん
と
す
る
に
あ
ろ
た
。
希
【
は
こ
の
立
い場
か
ら
し
て
、
み
のヽ
序
読
に
ア
ラ
ン
ス
・
の
運
命
を
一指
示
し
、
一
フ
ラ
ン
ス
一民
族
は
六
十
年
の
大
・飢
を
経
て
夫
一だ
何
等
の
牢
安
を
稜
兄
し
得
十な
い
と
い
ム
の
で
、
ア
ラ
ン
タ
の
逗
命
を
澪
ダ
人
は
、
イ
ギ
ジ
エ
が
彼
の
も
の
を
存
、
そ
の
或
果
を
収
わ
ぉ
之
を
梁
Ｌ
）Ｕ
女
で
に
は
、
三
世
紀
を
要
し
た
こ
一
一
」
一
一
一
一妥
治
央
雫
一
ダ
，
‐
一
マ
ン
ト
千
、
テ
ィ
〓‐
γ
　
（“
小
旅
坐
ガ
士
じ
ヽ
１
，一３
よ１
■増
「‥
「娯
Ｈ
Ｉ
出
至
鶏
封
戴
引
筆
邸
謙
剰
割
封難
動
割
一醐
塾
緊
諾
鋼
鞠
黙
緊
製
熱
翻
翻
織
翻
翻
畿
轍
鋼
鄭
趨
翻
帥
翻
↑
ハ
旅
土
（ガ
一一●
・
一
」
」
二
一′年
一一
■
宍
ド
　
ル
〒
，
，て
‐
テ
イ
十
ケ
（
↑
ホ
呑
十
）
＞
ル
こ
注
目
せ
ね
ぼ
在
らヽ
な
い
一
ュ
ェ
「
点
て
（
ｒ
■
ダ
ー
ル
マ
ン
は
こ
の
手
の
材
料
を
ぼ
主
Ｌ
“
て
メ
。
・
ル
ユ
ｒ
≡
Ｐ
ュ
エ
一
の
イ
ギ
ジ
千
災
た
得
中て
ゐ
る
ユ
ニ
は
れ
る
の
、て
あ
る
が
、．
彼
は
殊
た
イ
ギ
リ
ス
の
宇
抱
ラ
イ
リ
ヤ
ニ
。
ピ
ツ
ト
の
有
力
な
人
一格
に
典
味
を
有
し
ぉ
，
」
の
■
中
に
使
に
尉
す
る
部
分
は
、
紀
元
一
人
二
七
年
，に
出
版
ま
れ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
。
す
ソ
カ
レ
ー
の
ど
ツ
ト
件
こ
拘，
営
（済
高
Ｆ
ユ
全
●
「均
一軍
”
ｇ
貿
阜
メま
一一！≡
再
畳
Ｆ
軍
二
（
ギ
一多
い‥
子
車
こ
を
使
用
予比
一そ
の
枚
た
当
す
る
一評
使
に
つ
い
て
は
、
勿
論
時
々
そ
の
書
の
文
句
を
共
儘
に
引
用
し
て
る
る
θ
彼
の
材
料
が
権
し
て
田
注
的
範
口
に
集
中
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
ほ
ン
ラ
ン
ス
革
命
史
Ｌ
同
一
で
あ
い
、
北
米
猫
立
戦
の
匁
逃
の
如
と
は
企
ぐ
ン
だ
某
一く
も
の
で
あ
う
、
彼
が
常
に
喪
型
■
じ
て
雑
荒
し
て
る
る
ィ
ギ
ジ
ヌ
憲
法
の
指
示
ポ
・必
要
以
上
に
展
ｆ
距
述
ふ
れ
て
岸
一る
の
も
み
れヽ
で
あ
め
ぉ
ピ
ツ
ト
の
人
物
が
特
に
な
の
目
を
引
く
の
ヽ
ズ
〓
ネ
う
は
此
政
治
家
の
演
説
た
奏
見
さ
れ
る
十
一憲
的
色
影
で
あ
る
Ｇ
彼
に
よ
れ
ば
、
一‐
訳
補
の
柱
利
を
興
へ
て
代
表
者
出
席
の
権
利
を
進
る
こ
と
は
不
〓
ョ
分
離
て
あ
り
ぉ
律
一
つ
て
イ
ギ
ブ
ん
が
ア
リ
ツ
カ
た
訊
統
す
る
権
利
が
な
い
」
Ｌ
い
ま
ら
は
、
彼
の
主
一兵
す
る
原
則
ず
あヽ
つ
て
Ｌ
ピ
ツ
・
卜
の
ア
メ
ブ
カ
済
五
刊
す
る
態
度
は
Ｆ
一
の
原
則
＞
一ほ
（
一な
矛
盾
す
た
の
で
あ
る
が
ぉ
夫
に
も
拘
ら
ず
ゎ
彼
ら
ピ
〕
卜
の
立
志
的
思
想
に
封
す
る
偏
友
は
、
彼
を
し
て
そ
の
矛
盾
を
看
過
せ
し
め
も
彼
に
よ
つ
て
完
全
に
一理
想
化
さ
ｉ
た
人
物
を
ま
者
た
示
す
た
至
つ
た
の
、て
あ
る
．
ダ
ー
／
マ
ン
の
オ
ニ
つ
っ
書
に
つ
い
イ
、
何
れ
が
何
れ
に
優
つ
て
ゐ
る
か
は
、
多
少
制
定
に
苦
し
む
問
題
で
あ
る
．
ア
ア
ル
ン
弁
Ｊ
ダ
ン
，
フ
オ
ン
上
一
ン
ど
は
妻
一心
石
ダ
ー
ル
マ
ン
の
愛
議
者
、て
あ
る
が
、
彼
は
そ
の
日
註
（＜
草
【】ゴ
お
〓
芸
こ
向
詠
Ｐ
ギ
″二
摯
芦
汗
一「
一
蟹
せ
り
中
に
、
一話
庭
に
乏
に
開
し
〉々し
記
述
し
て
る
る
ど
殊
に
二
書
を
比
較
し
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
は
イ
ギ
リ
ス
革
命
史
に
優
る
も
の
で
あ
る
と
跡
定
し
一‐
ア
ラ
ン
ス
革
命
兄
は
吾
人
の
状
態
に
開
ｆ
ンる
開
係
よ
う
，
明
か
に
、ユニ
固
拘
で
あ
う
ゎ
一套
左
的
で
あ
る
。
こ
の
書
は
政
治
的
現
象
と
し
て
重
要
で
あヽ
る
。
之
は
せ
テ
ツ
ク
の
如
く
に
一
定
の
目
的
に
用
松
ら
れ
て
る
る
じ
私
は
人
が
い
か
に
革
森
的
に
な
る
か
に
驚
か
さ
れ
る
３
彼
は
非
常
に
な
年
に
ド
ル
・デ
ー
ン
を
、
女ヽ
た
尭
一常
に
問
羊
ひ
な
く
ミ
ラ
ボ
ー
を
釧
定
し
て
ゐ
る
」
と
い
去
て
ゐ
る
。
彼
の
碁
げ
て
ゐ
る
鞘
か
ら
軒
一
れ
ば
、
こ
の
比
一酸
は
極
め
て
（
一牢
な
も
の
ず
、
来
・ら
く
三
書
一を
若
一む
も
の
ほ
何
れ
も
同
様
な
成
じ
十
一抱
く
＞
一思
ネ
Ｃ
ダ
ー
ル
で
ン
の
主
晩
的
在
行
一近
が
巌
正
に
歴
史
的
論
軸
か
ら
見
る
時
に
、
明
白
に
彼
隅
の
存
す
る
こ
と
ぃ」す
々
へ
ら
れ
る
ｃ
彼
が
餘
う
に
と
だ
し
く
原
則
十
一よ
う
ま
は
す
卜
↓
Ａ
，印
集
は
最
も
注
目
さ
れ
る
所
で
あ
し
、
多
様
な
る
現
安
生
活
が
十
分
た
締
捉
さ
れ
ず
ぉ
歴
砦
約
人
物
が
常
に
，一Ｌ
声
円
公
正
Ｌ
い
ふ
唯
一
の
標
準
に
よ
つ
て
測
定
さ
一れ
、林
女
開
的
に
碓
・定
さ
れ
た
政
治
的
根
本
観
会
が
そ
の
書
の
度
さ
範
目
を
支
配
し
て
ゐ
る
。
然
し
そ
の
材
料
及
び
方
法
が
非
常
に
性
を
さ
れ
て
る
た
に
も
れ
ら
ず
、
協
秦
の
非
几
な
る
技
量
と
人
物
及
談
兼
一悪
の
持
密
に
し
ナし
、
印
象
的
な
お
一【
と
Ｌ
時
代
に
芋
を
教
く
も
の
で
あ
，
ぉ
こ
の
一
〓
一↓が
時
代
の
非
常
な
る
ま
地
サ．√圭
け
ヤた
所
以
も
こ
ヽ
に
あ
る
＞
こ
は
れ
る
．
本
に
こ
の
ン
（
↑
一杯
秀
キ
ぢ
(15)
一収
ャ百
中
〓
Ａ
ギ
　
ー
ル
一ヤ
ン
　
ア一
卜
手′
イ
メア
γ
　
（
小
工
（サ
一≡
一仕
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
一一
一
（
二
書
を
時
代
の
一
般
性
質
と
開
聯
し
て
既
条
す
る
場
（
一、
そ
の
積
値
制
定
は
必
然
的
に
Ｌ
に
よ
つ
イ
校
一が
ど
こ
ま
で
共
任
務
を
果
し
得
た
か
、
ま
た
如
行
な
る
方
法
、て
、
か
ヽ
る
革
命
二
の
取
扱
を
時
代
人
？
以
に
，
一正
宮
中
■
る
ヽ
の
と
一思
は
し
め
た
か
に
か
ヽ
る
と
い
は
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
ル
ー
ド
ラ
イ
ツ
と
。
ホ
イ
ジ
ｔ
／
は
土
（論
文
女
ｒ
，
Ｅ
ゴ
多
費
‘Ｌ
一晋
暫
一】
東
〓
ｃ
り
，一耳
≧
！畳
【
！
】こ
に
位
の
イ
ギ
ツ
ヌ
古
十
命
史
を
詐
し
て
「
吾
人
の
歴
史
的
文
献
Ｌ
し
て
、
形
式
及
び
一内
容
に
な
い
て
、
過
去
の
機
案
を
現
在
の
動
い
て
わ
る
直
接
な
生
活
に
非
常
に
近
接
さ
せ
て
ゐ
る
の
は
ダ
１
／
マ
ン
の
イ
ギ
ジ
ス
革
命
史
ほ
ど
の
も
の
は
な
ｒ
一
と
い
ふ
て
店
う
之
に
反
し
て
ゲ
／
ビ
耳
ス
は
、
彼
の
ア
ラ
ン
エ
革
命
■
に
つ
い
て
『
各
人
が
之
に
よ
つ
て
最
も
多
く
心
ケ
一奪
は
れ
る
の
は
、
比
較
、
教
訓
及
び
傾
向
で
あ
る
．〕
会
は
、
／ヽお
γ
のあ
開
係
に
於
い
て
撫
て
を
正
告
な
光
に
於
い
て
、
文
正
富
在
圭
に
於
い
て
奏
見
し
た
ｃ
プ
ロ
ン
ヤ
の
愛
醐
者
と
徐
う
に
突
さ
進
九
で
居
う
、
安
に
之
が
こ
の
者
の
摩
一■
的
性
質
を
善
ね
て
る
る
に
相
違
な
く
、
而
し
て
か
ヽ
る
目
的
に
は
あ
え
他
の
形
式
が
選
ば
れ
た
方
が
宜
し
か
ら
一し
な
ら
え
」
と
い
二
て
る
る
一）
而
し
て
ド
ロ
イ
ゼ
ン
（
」
令
γ
Ｆ
ε
・イ
こ
れは
ｉ
た
に
つ
い
イ
し
、
私
は
何
を
い
去
だ
、
お
五
Ｌ
こ
の
・書
は
唯
一
の
も
一々
て
、
効
果
”門
で
一ぁ
る
ｃ
批
引
に
取
つ
て
よ
京
‐生
産
韓
一で
あ
る
上
とヽ
３
生
ギ
汽
ビ
ｉ
ラ
ン
の
い
ム
抑
く
一
ふ
ど
と
な
つ
て
は
，い
ゝ
る
書
及
び
ダ
１
／
マ
ン
の
力
室
算
は
央
と
れ
た
生
の
で
あ
一る
が
、
一十一日
斗
の
ラ
ダ
メ
／
が
い
ふ
在
ゐ
る
如
く
、
攻
に
紅
元
十
八
五
０
年
以
前
に
プ
ラ
ン
ス
革
命
主
っ
第
一
部
一は
非
行
な
影
響
を
輿
へ
、
政
治
的
理
解
！を
求
あ
一九
と
す
る
も
の
に
封
し
て
権
績
的
に
重
大
な
影
響
を
典
へ
ｂ
又
間
ヽ
な
く
之
が
ア
ラ
ン
ス
語
で
出
版
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
ｂ
そ
の
後
を
書
く
声
、
き
要
求
の
切
な
る
も
の
あ
り
、
之
に
関
す
る
ド
イ
ブ
な
衆
の
熱
望
の
激
烈
な
う
し
こ
と
が
物
語
ら
れ
て
ゐ
る
の
′
を
見
る
と
、
言
時
の
人
々
の
彼
の
著
作
に
当
す
る
朝
体
一志
吾
人
の
想
像
に
鈴
う
あ
る
も
の
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
革
命
後
の
ド
イ
ツ
史
と
公
に
す
る
計
量
で
あ
ハ／
た
の
で
あ
る
が
ｈ
彼
の
個
人
的
関
係
及
び
時
代
の
開
係
が
そ
の
完
・茂
を
妨
げ
た
と
い
ほ
れ
る
ｃ
ダ
／
ビ
ス
ュ
が
イ
ギ
ブ
ヌ
の
革
命
史
に
つ
い
て
「
か
ヽ
る
者
は
、
汝
が
あ
る
如
さ
位
置
、て
あ
れ
ば
、
ド
イ
ジ
で
は
屋
々
計
量
き
る
べ
ヽ
こで
あ
つ
た
。
こ
の
書
の
彰
・響
は
十
介
で々
、
斬
一新
、て
あ
る
…
…
時
代
ぶ
十
イ
ツ
で
は
著
し
く
愛
化
し
た
。
十
年
前
は
か
ヽ
る
書
は
ク
論
静
請
！た
吾
人
に
行
さ
渡
つ
た
に
相
違
な
い
ｉ
ｔ
，
ど
軍
こ
〕】】●
ョ
骨
一要
エ
ヽ
ユ
考
汀
〓
甘
８
Ｊ
三
ュ
メ者
【中汀
ョ
（ま
５
喜
】
マ
■
】ま
≡富
〓
ヌ
一
津
叫密
一を
い
あ
ｒ
ｌ
蟹
）
Ｌ
ｒ
Ａ
て
ゐ
と
詞
ほ
★
だ
味
ふ
べ
き
も
の
、て
あ
る
＞
）を
．ふ
る
（）
恐
ら
く
此
孝
の
勢
弔
一
は
紀
テ
互
八
七
〇
年
頃
に
は
湖
く
共
維
う
と
十
ば
ら
に
下
つ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
ダ
１
／
マ
ン
が
後
の
酸
一治
）史
家
に
一及
ぼ
いし
た
享
塗
浮
一
決
し
て
一見
逃
す
可
ネ
・ら
一ぎ
る
も
の
が
あ
る
ｃ
本
に
長
も
竹
【の
影
響
を
受
け
、
ユ
つ
最
大
を
致
し
た
も
の
ほ
ト
ラ
イ
手
ケ
共
人
で
あ
る
と
思
■
。
ケ
は
既
に
少
年
時
代
に
深
く
彼
の
印
矢
を
受
け
た
人
で
、
ト
ラ
バ
〓
ケ
十
一し
て
政
治
一事
件
の
資
際
の
峠
件
―
[ :
ト
ノ
イ
一虫
治
■
家
ダ
‐
ル
マ
ン
Ｌ
一
ト
ラ
イ
チ
ケ
　
（十
小
ホ
去
々
オ
）
一
十
一
・“（
に
入
ら
〓し
め
た
の
ほ
彼
、て
あ
一う
、
こ
の
一別
戦
恵
ト
ラ
チ
上
／
ケ
の
全
衣
展
を
決
定
Ｌ
寿
【
も
の
、て
あ
う
、
ト
テ
イ
チ
ケ
バ
・技
な
く
し
イ
じ
も
此
方
面
た
校
犀
草
得
た
と
考
Ａ
ち
こ
＞
に
粛
緊
ど
あ
る
３
ト
ラ
イ
チ
ケ
は
ま
だ
ギ
ン
に
爽
ら
ぎ
る
以
前
に
既
に
彼
に
封
す
る
敬
・来
の
（
一
の
切
な
る
も
つ
ウェ？
ス
本■
フ≡
に
到
つ
た
後
は
、
【
一心
に
被
に
師
事
し
た
ヽ
の
で
、
社
が
交
に
典
へ
た
苦
輸
に
は
．
ヽ
師
と
し
て
の
彼
の
剤
一載
う
債
値
を
虚
捕
止
キ
白
し
て
る
る
の
を
見
る
ｃ
殊
に
ト
ラ
イ
チ
ケ
は
彼
に
よ
？
イし
ロ
マ
ン
チ
ー
ク
の
科
一學
的
に
慎
宿
一あ
る
一尋
作
、
歴
定
事
は
彼
の
時
代
の
終
て
の
園
家
の
係
件
を
認
一議
す
べ
さ
で
あヽ
る
＞
ふ
ム
”配
念
を
は
へ
ら
れ
た
ｃ
ま
に
ト
テ
イ
チ
ケ
の
性
質
は
彼
の
純
潔
な
人
格
か
ら
受
く
る
所
が
推
一だ
大
島
‐
テ
、
と
い
は
れ
て
わ
る
の
で
あヽ
る
ｃ
一言
人
は
今
進
４
て
上
ノ
イ
チ
を
いツ
考
案
，発
γ
毛
